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一　

は
じ
め
に

　

日
本
福
祉
大
学
（
以
下
、本
学
）
で
は
一
九
五
三
年
の
開
学
以
来
、

多
く
の
障
害
学
生
が
入
学
し
、
同
じ
志
を
も
つ
学
生
た
ち
と
と
も
に

学
び
あ
い
育
ち
あ
う
風
土
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
、
障
害
学

生
や
一
般
学
生
、
教
職
員
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
「
学
習
弱
者
を
う

ま
な
い
」
シ
ス
テ
ム
作
り
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害
学
生
が

主
体
性
を
発
揮
し
、
自
立
し
て
い
く
た
め
の
教
育
・
支
援
体
制
を
構

築
し
て
き
た
。
一
九
九
八
年
に
、
大
学
付
置
機
関
と
し
て
「
障
害
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
、
障
害
学
生

の
支
援
に
関
わ
る
総
合
的
な
窓
口
と
し
た
。
現
在
、
セ
ン
タ
ー
は
学

生
生
活
総
合
支
援
機
構
の
一
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

各
学
部
教
員
、
各
事
務
室
職
員
、
セ
ン
タ
ー
教
職
員
を
構
成
員
と
す

る
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
セ
ン
タ
ー
運
営
を
推
進
し
て
い
る
。

　

近
年
、
本
学
で
学
ぶ
障
害
学
生
は
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年

現
在
、
登
録
し
て
い
る
障
害
学
生
は
一
五
一
名
、
そ
の
う
ち
学
習
上

の
支
援
を
要
す
る
学
生
は
九
四
名
で
あ
る
。
図
1
は
本
学
に
お
け
る

要
支
援
障
害
学
生
の
推
移
を
示
す
。
支
援
を
要
す
る
障
害
学
生
の
増

加
傾
向
が
分
か
る
。
本
稿
で
は
、
障
害
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
育

む
支
援
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

日
本
福
祉
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
取
り
組
み

〜
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
育
む
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
〜
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二　

障
害
学
生
へ
の
支
援
の
実
際

　

表
1
は
、
本
学
に
お
け
る
障
害
学
生
に
対
す
る
支
援
、
配
慮
の
概

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
障
害
学
生
が
大
学
生
活
で
必
要
な

支
援
を
考
え
、
主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
学
生
が
セ
ル

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
大
き
な
特
徴
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
は
障
害

学
生
だ
け
で
な
く
、
支
援
学
生
も
障
害
学
生
と
と
も
に
考
え
、
成
長

で
き
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
学
生
の
主
体
性
を
育
む
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
点
を
紹
介
す
る
。

①
入
学
前
面
談

　

入
学
が
決
定
す
る
と
、
セ
ン
タ
ー
教
職
員
が
、
学
生
、
家
族
と
面

談
を
行
う
。
そ
こ
で
学
生
に
は
、
自
分
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
考

え
、
支
援
学
生
を
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
伝

え
る
。
入
学
前
の
面
談
は
、
様
々
な
場
面
で
自
分
の
障
害
に
つ
い
て

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
入
学
ま
で
に
準
備
し
て
お
く
べ
き

こ
と
を
伝
え
、
学
生
自
身
が
「
大
学
は
主
体
的
に
学
び
、
友
達
と
と

も
に
頑
張
る
場
所
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
た
め
の
重
要
な
ガ
イ

ダ
ン
ス
と
な
る
。

②
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

学
部
ご
と
に
、
新
入
生
全
員
を
対
象
と
し
た
障
害
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
セ
ン
タ
ー
教
員
が
障
害
学
生
支
援
の
仕
組
み
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
学
部
に
入
学
し
た
障
害
学
生
が
支
援

を
求
め
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
自
分
の
障
害
や
求
め
る
支
援
に
つ
い

て
発
表
す
る
。
発
表
す
る
障
害
学
生
に
と
っ
て
は
、
自
分
を
表
現
す

表１　日本福祉大学における受講上の配慮や支援実施事項
テ
キ
ス
ト
の
点
訳

レ
ジ

ュ
メ
・
資
料
の
デ
ー
タ

送
信

レ
ジ

ュ
メ
・
資
料
の
拡
大
・

点
訳
・
触
図
作
成

レ
ジ

ュ
メ
・
資
料
の
デ
ー
タ

起
し
・
音
訳
・
対
面
朗
読

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
者

の
配
置

講
義
の
録
音
許
可

ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
の
配
置

パ
ソ
コ
ン
テ
イ
カ
ー
の
配
置

ポ
イ
ン
ト
テ
イ
カ
ー
の
配
置

手
話
通
訳
者
の
配
置

要
約
筆
記
者
の
配
置

O
H
C
設
備
の
利
用

ビ
デ
オ
教
材
の
字
幕
付
け
・

テ
ー
プ
お
こ
し

ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
設
備
の
利

用 レ
ポ
ー
ト
等
の
提
出
方
法
・

提
出
期
限
延
長
な
ど

教
室
の
変
更

通
院
や
体
調
不
良
時
の
出
欠

取
り
扱
い
へ
の
配
慮
＊
１

座
席
の
配
置

障
害
に
適
応
し
た
体
育
実
技

等 定
期
試
験
配
慮

（
別
室

、
点

字

、
パ
ソ
コ
ン
利
用

、
口

述

、
文
字
拡
大

、
代
替
課
題

等

）

入
試
・
入
学
時
の
支
援

就
労
支
援

障害種別 視覚障害（盲、弱視） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
聴覚・言語障害 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
肢体不自由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
病弱・虚弱(内部疾患等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発達障害 ○ ○ ○ ○ ○

重複障害 肢体障害 聴覚障害（難聴） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
視覚障害(弱視）聴覚障害（難聴） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
肢体障害 発達障害 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊１：診察日指定の特別な疾病による通院
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図１　日本福祉大学における近年の要支援学生数の推移
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る
大
き
な
舞
台
で
あ
り
、
主
体
的
な
学
び
を
行
う
た
め
の
第
一
ス
テ

ッ
プ
と
な
る
。
こ
の
機
会
は
、
一
般
学
生
の
障
害
学
生
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
支
援
学
生
確
保
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
る
。

③
障
害
学
生
奨
励
金
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
障
害
が
あ
る
こ
と
で
必
要
な
学
習
上
の
ソ
フ
ト
の

購
入
費
用
や
、
実
習
先
に
同
行
し
た
介
助
者
の
謝
金
な
ど
、
主
体
的

な
学
び
を
進
め
る
た
め
の
費
用
を
保
障
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。

④
当
事
者
団
体
の
活
動

　

本
学
で
は
、「
視
覚
障
害
学
生
問
題
対
策
委
員
会
」、「
日
本
福
祉

大
学
内
聴
覚
障
害
学
生
有
志
団
体
」、「
ゆ
う
＆
み
い
（
内
部
障
害
学

生
）」
と
い
う
学
生
の
当
事
者
団
体
を
つ
く
っ
て
、
大
学
生
活
を
送

る
上
で
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
当
事

者
団
体
の
活
動
は
、
障
害
学
生
の
生
の
声
を
教
職
員
や
支
援
学
生
に

伝
え
、
よ
り
よ
い
教
育
・
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

三　

本
学
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

　

障
害
学
生
支
援
に
は
、
支
援
に
関
わ
る
構
成
員
が
相
互
的
な
関
係

を
築
け
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本

学
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
支
援
学
生
の
確
保
と
障
害
学
生
支
援
活
動
奨
励
制
度

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
呼
び
か
け

や
障
害
学
生
の
紹
介
に
よ
り
、
約
三
〇
〇
名
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
し
て
い
る
。
障
害
学
生
か
ら
支
援
学
生
の
派
遣
を
相
談
さ

れ
た
際
、
支
援
学
生
を
紹
介
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、

支
援
学
生
の
継
続
的
な
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
「
障
害
学
生
支
援
活

動
奨
励
制
度
」
を
設
け
、
活
動
時
間
に
応
じ
た
奨
励
金
を
支
給
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
支
援
学
生
が
支
援
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
責
任

あ
る
活
動
を
行
う
た
め
に
重
要
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

②
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ

　

障
害
学
生
支
援
の
制
度
を
よ
り
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、ま
た
、

学
生
の
主
体
性
を
重
視
し
た
支
援
を
進
め
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
補
助
を
行
う
学
生
ス
タ
ッ
フ
制
度
を
設
け
て
い
る
。
学
生
ス
タ
ッ

フ
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
障
害
学
生
支
援
活
動
の
推
進
に
意

欲
が
あ
り
、
業
務
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
の
あ
る
学
生
に
委
嘱
し

て
い
る
。
彼
ら
は
、
障
害
学
生
と
セ
ン
タ
ー
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

障
害
学
生
や
支
援
学
生
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
様
々
な
交
流
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
企
画
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

③
外
部
機
関
と
の
連
携

　

本
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
外
の
機
関
と
も
積
極
的
な
関
わ
り
を
も
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っ
て
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
。
日
本
学
生
支
援
機
構
、PEPN

et

、V
ISSN

et

と
提
携
し
、

支
援
に
関
わ
る
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
東
海
ろ
う
学

生
懇
談
会
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
各
種
支
援
団
体
と
連
携
し
て
、

学
生
主
体
の
支
援
を
進
め
る
活
動
に
参
与
し
て
い
る
。

　

以
上
、
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
障
害
学
生
に
主
体
的
な
働
き
か
け
を

も
と
め
、
自
己
を
理
解
し
、
セ
ル
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
力

を
育
む
支
援
を
模
索
し
て
き
た
。
現
在
、
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
必
要
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
学
内
に
存
在
す

る
支
援
サ
ー
ク
ル
や
支
援
学
生
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
く
役
割

も
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
内
の
当
事
者
団
体
や
支
援
サ
ー
ク
ル
と

定
期
的
に
活
動
状
況
の
確
認
を
行
い
、
障
害
学
生
と
支
援
学
生
相
互

に
必
要
な
情
報
を
共
有
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
と
も
に
学
び
育
ち
あ
う

た
め
の
相
互
的
な
関
係
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
個
別
の
配

慮
が
必
要
な
障
害
学
生
に
対
応
し
て
、
学
生
相
談
保
健
セ
ン
タ
ー
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
学
生
支
援
課
と
と
も
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
行
い
、学
生
の
多
面
的
な
理
解
や
支
援
を
模
索
し
て
い
る
。

四　

今
後
の
課
題

　

本
学
の
障
害
学
生
支
援
の
シ
ス
テ
ム
は
、
障
害
学
生
、
支
援
学
生

の
主
体
性
を
重
視
し
、
互
い
に
支
え
合
い
、
学
び
合
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。多
く
の
障
害
学
生
が
入
学
し
て
く
る
本
学
で
は
、「
福
祉
」

を
学
ぼ
う
と
す
る
多
数
の
積
極
的
な
学
生
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
障
害
学
生
、
支
援
学
生
、
彼

ら
を
支
え
る
教
職
員
、
学
外
の
支
援
団
体
、
支
援
制
度
の
有
機
的
な

つ
な
が
り
が
、
本
学
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
、近
年
は
学
生
の
姿
も
変
化
し
、「
主
体
的
」
に
学
ぶ
、「
積

極
的
」
に
働
き
か
け
る
と
い
う
こ
と
が
苦
手
で
、
教
職
員
が
「
積
極

的
」
に
介
入
を
し
な
い
と
、
学
生
同
士
で
は
互
い
の
つ
な
が
り
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
ま
た
、
発
達
障
害
の

あ
る
学
生
も
多
く
入
学
し
て
お
り
、
従
来
の
支
援
方
法
で
は
対
応
困

難
な
状
況
も
う
ま
れ
て
い
る
。
学
生
像
の
変
化
に
合
わ
せ
、
個
別
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
支
援
を
し
て
い
く
の
か
、
主
体
性
を
育
む
教
育

の
在
り
方
と
は
何
か
、
い
か
な
る
支
援
体
制
が
望
ま
し
い
の
か
、
大

学
全
体
で
考
え
る
転
換
期
に
入
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
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表１　日本福祉大学における受講上の配慮や支援実施事項
表1　日本福祉大学における受講上の配慮や支援実施事項

障害種別 重複障害

視
覚
障
害

（
盲

、
弱
視

）

聴
覚
・
言
語
障
害

肢
体
不
自
由

病
弱
・
虚
弱

（
内
部
疾
患
等

）

発
達
障
害

肢
体
障
害

視
覚
障
害

（
弱
視

）

肢
体
障
害

聴
覚
障
害

（
難
聴

）

聴
覚
障
害

（
難
聴

）

発
達
障
害

テキストの点訳 ○

レジュメ・資料のデータ送信 ○ ○ ○ ○ ○ ○

レジュメ・資料の拡大・点訳・
触図作成

○ ○

レジュメ・資料のデータ起し・
音訳・対面朗読

○ ○

リーディングサービス者の配置 ○ ○

講義の録音許可 ○ ○ ○ ○ ○

ノートテイカーの配置 ○ ○ ○ ○

パソコンテイカーの配置 ○ ○

ポイントテイカーの配置 ○ ○ ○ ○ ○ ○

手話通訳者の配置 ○

要約筆記者の配置 ○

OHC設備の利用 ○ ○

ビデオ教材の字幕付け・テープおこ
し

○ ○

ビデオモニター設備の利用 ○ ○ ○ ○

レポート等の提出方法・提出期限
延長など

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教室の変更 ○ ○ ○ ○

通院や体調不良時の出欠取り扱い
への配慮＊１

○ ○ ○ ○

座席の配置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害に適応した体育実技等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定期試験配慮（別室、点字、パソコ
ン利用、口述、文字拡大、代替課題
等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入試・入学時の支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

就労支援 ○ ○ ○ ○ ○

＊１：診察日指定の特別な疾病による通院


